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北病棟チームカンファレンス記録
平成２２年　１１月　２日（火）
司会　岩藤　良子　　記録　山田　司
	佐々木
	松橋
	山田
	中野
	滝田
	三浦

（育）
	岩藤
	佐々木(正)
	久保

（優）
	赤坂

	○
	公休
	○
	公休
	準夜
	○
	○
	深夜
	公休
	○

	中村
	水上
	油津
	及川(久)
	廣瀬
	木村
	三浦

（綾）
	向
	
	

	公休
	深夜
	準夜
	○
	欠勤
	公休
	○
	業務
	
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・11月3日の創立記念写真配列図（最終版）がメールできているので、各自、自分の立ち位置などを確認しておいて下さい。

・東Aユニットの個室（9～12号室）の小窓へのプライバシー配慮についてですが、

作業が入り、小窓に扉式のものが設置されました。

・11/4（木）午前10時からエレベーターの毎月の定期点検を行います。該当するエ
レベーターは管理棟エレベーター・東病棟エレベーター・　メンタルケア病棟エ
レベーターです。
＜皮膚科診察状況＞

・木村　義重様～臀部・右大転子部、テラコートリル塗布。部位が乾くまで2～3日。

・木村　梅子様～右第2指、テラコートリル塗布。2～3日の塗布。

・田野端　忠夫様～左第4趾（挫創）、アズクロ止め。

・飯豊　信雄様～皮膚状態改善みられない為、11/5朝よりケルガー1T　1×朝/7日分臨時処方となっています。

・日向端　庸男様～11/5夕よりタベジール2T　2×朝・夕/7日分、臨時処方となっています。

＜患者様連絡事項＞

・伊藤　雄一様～本日、日赤病院定期受診しています。インフルエンザのワクチン

はやっても良いとのこと。次回受診は、来年の1月11日。診察で、かぜをひいたと訴えたようで、PL3P、ムコダイン3T　3×1で5日分処方となっている。他の薬は前回受診と同様の処方。

＜業務改善案＞

・ナイトプログラムの班編成終了。11/8から新しい班で実施予定。

目的として
患者様の意見を取り入れ、患者様・スタッフと共に企画の立案・運営をすることにより、自主性・協調性の獲得、生活レベルの維持、質の向上に繋げていき、患者様同志が相談、交流を深め、他者の意見に耳を傾ける、自分の意見を話せるなど、コミュニケーション技法の獲得、余暇の活用の仕方・過ごし方を学び、治療目的を持って有意義に入院生活を送る事ができるのを目的とし、活動している。
＜内容面＞
・社会生活での悩みや問題を抱えている人達にくつろげる場所を提供し、スタッフと共に考える。
・日常生活のリズムが崩れ、健康的な生活が出来ない方に規則的な生活を訓練し、生活リズムを取り戻し、孤立しがちな方たちに話し合える場所を提供し、仲間作りをする。
・様々な活動を提供し、自発性や興味を引き出し、社会的な役割のとり方の練習をしている。
・対人関係が苦手、状況の変化に対応出来る様に練習・指導していく。
・規則正しい生活リズムをつける。
・人との付き合い方を学び、仲間をつくる。
・社会人として必要な生活習慣を身につけ、社会的自立の準備をする。
・自分のペースで病気との付き合い方を知る。
・不安、悩み事を気軽に相談できる仲間つくり。
　内容面を含め、別紙にある二軸評価、社会適応機能尺度を利用し、個々に評価していき、グループ編成を見直しして、余暇時の短時間で仲間作り、個別に共通した内容を考えていき、将来の目標に合った事を相談しながら、目的に添った⑥グループで活動が出来るように支援しながら、最終的には統合失調症を中心とした精神障害を持った方がスムーズに社会復帰に向かえる様チームアプローチを行っていきます。

＜社会適応機能尺度＞

●　友達付き合い

０、障害なし

・施設の内外で、友人関係がある。

　　・友人の内、単なる「知り合い」以上の付き合いが少なくとも１人あり、友情は親密で、安定して長続きし、お互いにとって役に立っている。

１、軽度の障害　　

・数人の知人はいるが、親密で安定した友人をつくったり、続けたりするのに困難を伴う。

　　・他の利用者よりスタッフと話したがる。

　　・不適切な内容や動機に基づいた友人関係をもっている。

　　・性的、経済的に利用したり、またはされたり、不適切で異常な誘因に基く関係である。

２、中等度の障害

　　・他人を１人見つけて、一緒に過ごしたりするのが、意味のある交流とならない。

　　　（黙って座っている）。

　　・仲良くなりたいスタッフを見つけ出すことが出来る。

３、重度の障害

　　・何らかの接触を保つ知人が、１～２人いるが、これらの関係は他人からの働きかけで

　　　維持されている。

４、極度の障害

　　・他の利用者がスタッフとの接触がない。

●　他人への敬意や配慮

０、障害なし

　　・感情的に高ぶった対立状況であっても、対人交流に際して他人の感情への適切な敬意や配慮を示す。

１、軽度の障害

　　・他人の感情を不適切に無視したりすることが時に見られる。（対立状況）

　　・助言されれば適切な敬意を示す事が出来る。

２、中等度の障害

　　・自分発言に相手がどう感じているか気付かない事が時々ある。

３、重度の障害

　　・乱暴で不適切な発言を時々する。

　　・聞いている人がどう受け取るかへの配慮がなく、卑猥な事を言ったり、乱暴や人種差別的非難をしたりする。

４、極度の障害

　　・他人からどう受け取られるかお構いなく、乱暴で不適切な発言をしばしばする。

●　対人的交流への参加

０、障害なし

　　・普段から他人との関わりを自分から始めようとし、他人からの関わりにも応じる。

　　・対人的交流は短時間に限られるものではなく、短い時間（１５分間）に及ぶ。

１、軽度の障害

　　・他人との対人交流を始めようとし、他人からの関わりにも応じるが、交流は短かったり、頻度が少なかったりしやすい。

２、中等度の障害

　　・普段から対人交流に参加するが、自分から始めるより、大抵受身である。

３、重度の障害

　　・対人的接触を大抵避ける。

　　・対人交流を自分から始めるのはまれで、他人から関わられるとわずかしか応答しない。

　　・ほとんどの交流は大変短い。

４、極度の障害

　　・他人と関わることを強く拒否し、誰かが部屋に入ってくると立ち去る。

　　・無理に関わろうとすると、恐怖が攻撃で反応する。

●　適切な社会性／礼節

０、障害なし

　　・他人との関わりはマナーが良く丁寧である。

　　・感情的に高ぶった状況でも、思慮深く、思いやりのあるやり方で大抵振舞う。

１、軽度の障害

　　・時々社会的にはぎこちない付き合いだが、大抵丁寧である。

　　・時に礼節を欠くことがある。（例：ぶしつけな質問をする。挨拶を返さない）がそのような行動を指摘すれば、それに応じて改める。

２、中等度の障害

　　・常識的な礼節（例：挨拶、通り道を邪魔しない、ラジオの音量を絞るなどの簡単な依頼に応じる）をしばしば示さない。

　　・社会的に不適切な時もある。

　　・何らかの小さな改善は可能である。

３、重度の障害

　　・ほとんど礼儀を示さず、しばしば社会的に不適切に振舞いその行動を改めようとしても搬してうまくいかない。

４、極度の障害

　　・ほとんど常に社会的に不適切な振る舞い。

　　・行動と会話は社会的には受入れられ難い振る舞いが特徴である。

●　治療への協力

０、障害なし

　　・治療計画やその実行に全面的に協力する。

　　・治療から得られる利点と危険性を理解し、治療に積極的に参加する。

　　　（例：特定の薬物療法を希望する）

　　・服薬の副作用や合併症を正確に述べることができる。

１、軽度の障害

　　・治療やほかの提案や合理的な依頼に全面的に従う。

　　・治療計画に積極的に参加するわけではなく、服薬の副作用や合併症を過度にひどく、もしくは軽く言う時がある。

２、中等度の障害

　　・ほとんどの治療的提案に従うが、時に治療やそのほかの合理的な依頼を拒否、

　　・しばしば身体的基盤のない怒りをする。

３、重度の障害

　　・治療上の提案には従ったり従わなかったりする。

　　・服薬やほかの提案を遵守しなかったため、身体症状や精神症状が悪化する可能性がある。

４、極度の障害

　　・治療に従うことを拒否し、重篤な健康上の問題が生じるほどである。

　　・強制的あるいは、法的介入に基く拘束や投薬が必要となる可能性がある。

＜二軸評価＞

●保清

１）①洗面・整髪・髭剃り・入浴・着替え等を自主的に問題なく行っている。

　　②必要に応じ、自主的に掃除や片付けができる。

　　③ＴＰＯに合った服装ができない。

２）①個人衛生を保つためには、週１回程度の助言や援助が必要。

　　②自室の掃除や片付けをだいたい自主的に行う。

　　③週１回程度、助言がなければごみが溜まり、部屋が乱雑。

３）自室の掃除や片付けを自主的にせず、いつもごみが溜まり、部屋が乱雑で強い助言や援助が必要。

４）助言や援助をしても個人衛生を保つことができず、自室の掃除や片付けを助言しても自らできない。

●対人関係

１）①挨拶や当番などの最低限の近所付き合いが自主的に問題なくできる。社会復帰施設、病棟等で他者と大きなトラブルを起こさずに行動をすることができる。

　　②必要に応じて誰に対しても自分から話せる。

　　③同世代の友人を自分からつくり、継続して付き合うことができる。

２）①時に助言がなければ孤立的になりがちで、他人の行動を合わせられなかったり、挨拶や事務的なことでも、自分から話せない。

　　②助言がなければ、同世代の友人をつくり、継続して付き合うことできずに周囲への配慮を欠いた行動をとることがある。

３）①集団から孤立がちとなる。

　　②強い助言や介入などの援助を必要とする。

●生活リズム

１）①一定の時刻に自分で起きることができない。

　　②自分で時間の過ごし方を考えて行動ができる。

２）①だいたい自分なりの生活リズムが確立している。

　　②夜間の睡眠も１時間以内のばらつき程度。

　　③生活リズムが週１度以内の崩れがあっても、元に戻る。

３）①週に１度を超えて、生活リズムを乱すことがあっても元に戻る。

　　②夜間の睡眠は、１～２時間程度のばらつき。

４）①起床が遅く、生活リズムが週１回を超えて不規則に傾き、すぐ元に戻らない。

　　②強い助言や援助が必要。

①グループ→対人関係が苦手で環境の変化に対応出来る様に話し合う

・十日市　利喜様　社会適応尺度、対人的交流への参加（軽度の障害）

　　　　　　　　　友人の付き合い（軽度の障害）、治療への協力（障害なし）

・布施　邦雄様　　　　　　　社会適応機能尺度

・法霊崎恵子様　　　　　　・治療への協力、　　　　軽度の障害１

・大釜　万知様　　　　　　・友達付き合い、　　　　軽度の障害１

・大上　なみ様　　　　　　・他人への敬意や配慮、　障害なし０

・元沢　政治様　　　　　　・適切な社会性　　　　　軽度の障害１

・平　　勝利様　　　　　　・対人的交流への参加　　軽度の障害１

　　　　　　　　　　　　　　二軸評価　－　保清①

　　　　　　　　　　　　　　対人関係１）③

②対人関係→人との付き合い方を学び、コミュニケーションの図り方を知る

・木村　梅子様　　　　　　＜社会適応機能尺度＞

・滝田　英人様　　　　　　・対人的交流への参加　　軽度の障害１

・上村　みわ様　　　　　　・治療への協力　　　　　軽度の障害１

・伊藤五十二様　　　　　　・友達付き合い　　　　　中等度の障害２

・滝澤　久江様　　　　　　・他人への敬意や配慮　　軽度の障害１

・倉橋　生子様　　　　　　　二軸評価　－　保清２）①

　　　　　　　　　　　　　　対人関係１）②、２）②

　　　　　　　　　　　　　　生活リズム３）①

③対人交流→必要な生活習慣を身につけ、対人関係を出来る様にする：知識・マナー

・浅野　秀子様　　　　　　＜社会適応機能尺度＞

・稲垣恵利子様　　　　　　・他人への敬意や配慮　　中等度の障害２

・中野渡鉄男様　　　　　　・対人的交流への参加　　軽度の障害１

・日向端庸男様　　　　　　・友達付き合い　　　　　軽度の障害１

・田野端忠夫様　　　　　　・治療への協力　　　　　軽度の障害１

・清川　厚子様　　　　　　・適切な社会性／礼節　　中等度の障害２

・加賀谷芙美子様　　　　　　二軸評価　－　保清１）③、２）①

　　　　　　　　　　　　　　対人関係２）②、

　　　　　　　　　　　　　　生活リズム３）②

④社会復帰→他者の受入れが苦手なグループで話し合い、社会生活に必要な事を知る。

・坂本　秀男様　　　　　＜社会適応機能尺度＞

・三上　　勇様　　　　　　・他人への敬意や配慮　　軽度の障害１

・伊藤　雄一様　　　　　　・治療への協力　　　　　軽度の障害１

・沢田　三朗様　　　　　　・友達付き合い　　　　　軽度の障害１

　　　　　　　　　　　　　・適切な社会性／礼節　　軽度の障害１

　　　　　　　　　　　　　・対人的交流への参加　　軽度の障害１

二軸評価　－　保清１）②　

対人関係１）②

⑤社会復帰→不安・悩み事を気軽に相談できる仲間つくりをして、将来の目標に合う様に活動する。

・久保　久美様　　　　　＜社会適応機能尺度＞

・小坂　君子様　　　　　　・他人への敬意や配慮　　障害なし０

・飯豊　信雄様　　　　　　・治療への協力　　　　　障害なし０

・井上　和美様　　　　　　・友達付き合い　　　　　中等度の障害２

・菊地　明子様　　　　　　・適切な社会性／礼節　　軽度の障害１

　　　　　　　　　　　　　・対人的交流への参加　　障害なし０

二軸評価　－　対人関係１）②、２）②

　　　　　　　　　　　　　　生活リズム２）①、３）①

⑥社会復帰→自立に向けてイメージし、社会生活に必要な知識・技術を身につけ活動する。

・板橋　雅勝様　　　　　＜社会適応機能尺度＞

・五日市　規様　　　　　　・対人的交流への参加　　中等度の障害２

・駒木　洋士様　　　　　　・治療への協力　　　　　障害なし０

・田名部浩平様　　　　　　・適切な社会性／礼節　　中等度の障害２

・鈴木　茂子様　　　　　　・友達付き合い　　　　　軽度の障害１

・佐々木康子様　　　　　　・他人への敬意や配慮　　軽度の障害１

二軸評価　－　対人関係２）①、②

生活リズム３）①、②

　　　　　　　　　　　　　　保清２）③

平成２２年８月１日からのメンバーの小ナイトグループ表

・目的・・・対人交流　①　７名

　メンバー・・十日市利喜様・布施邦雄様・法霊崎恵子様・大釜万知様

　　　　　　　大上なみ様・元沢政治様・平勝利様

　　　（対人関係が苦手で環境の変化に対応出来る様に話し合う）

・目的・・・対人交流　②　６名

　メンバー・・木村梅子様・滝田英人様・上村みわ様

　　　　　　　伊藤五十二様・滝澤久江様・倉橋生子様

　　　（人との付き合い方を学び、コミュニケーションの図り方を知る）

・目的・・・対人交流　③　７名

　メンバー・・浅野秀子様・稲垣恵利子様・中野渡鉄男様・日向端庸男様

　　　　　　　田野端忠夫様・清川厚子様・加賀谷芙美子様

　　　（必要な生活習慣を身につけ、対人関係を出来る様にする：知識・マナー）

・目的・・・社会復帰　④　４名

　メンバー・・坂本秀男様・三上勇様・伊藤雄一様・沢田三朗様

　　　（他者の受入れが苦手なグループで話し合い、社会生活に必要な事を知る）

・目的・・・社会復帰　⑤　５名

　メンバー・・久保清美様・小坂君子様・飯豊信雄様

　　　　　　　井上和美様・菊地明子様

　　　（不安、悩み事を気転に相談できる仲間つくりをして、将来の目標に合う様に活動する）

　　　　

・目的・・・社会復帰　⑥　６名

　メンバー・・板橋雅勝様・五日市規様・駒木洋士様・

　　　　　　　田名部浩平様・鈴木茂子様・佐々木康子様

　　　（自立に向けてイメージし、社会生活に必要な知識・技術を身につけ、活動する）
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④グループ
	⑤グループ

⑥グループ
	お休み

	１９：３０

～

２０：００
	
	③グループ

④グループ
	
	①グループ

②グループ
	
	
	お休み


平成２２年１１月８日からの小ナイトグループ表

・目的・・・対人交流　①　７名　　　対人関係が苦手で、環境の変化に対応出来るようにする。

メンバー・・古川富雄様・布施邦雄様　　問題提示

　　　　　　滝沢久江様・元沢政治様　　＜二軸＞

　　　　　　大釜万知様・平勝利様　　　・保清→個人衛生を保つ為には強い援助、助言を要する。

　　　　　　十日市利喜様　　　　　　　・対人関係→助言がなければ孤立的がち。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他人の行動に合わせられず、自分から話せない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜社会的適応機能尺度＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・友達付き合い→他人を一人みつけて一緒に過ごしたりするのが意味のある交流とならない。

・適切な社会性／礼節→常識的な礼節をしばしば示さない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・病識がない（疾病教室）

・目的・・・対人交流　②　７名　　　人との付き合い方や、生活リズムが安定出来る様な方法を学ぶ。

メンバー・・木村梅子様・滝田英人様　　問題提示

　　　　　　上村みわ様・大上なみ様　　＜二軸＞

　　　　　伊藤五十二様・金沢洋子様

津嶋イチ子

　・保清→洗面、整髪、髭剃り、入浴、着様替え等を自主的に問題なく行っているが、時々助言必要。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・対人関係→集団から孤立しがち。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・生活リズム→週１度以内の崩れがみられるが助言により戻る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜社会的適応機能尺度＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・他人への配慮→他人の感情を不適切に無視したりすることが時々見られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自分発言に相手がどう感じているか気付かない事が時々ある。

・目的・・・対人交流　③　６名　　　必要な生活習慣を身につけ対人関係が出来る様にする（マナー等）

メンバー・・木村義重様・稲垣恵利子様　　問題提示

　　　　　・中野渡鉄男様・清川厚子様　　　＜二軸＞　

　　　　　日向端庸男様・田野端忠夫様　　・保清→ＴＰＯに合った服装が出来ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自室の掃除や片付けを大体自主的に行う。

＜社会的適応機能尺度＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・他人への敬意や配慮→自分の発言に相手がどう感じているか、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気付かない時が時々ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・友達付き合い→親密で安定した友人をつくったり、続けたりするのに固執。

・適切な社会性／礼節→常識的な礼節をしばしば示さない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・対人関係→継続して付き合うことできず、周囲への配慮を欠いた行動をとる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・対人的交流への参加→他人からの関わりに応じ、交流は短

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じかかったり、頻度が少なかったりしやすい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・生活リズム→週に１度を超えて、生活リズムを乱すがすぐに戻る

・目的・・・対人交流　④　６名　　　他者の受入れが苦手なグループで話し合い、社会生活に必要な事を知る。

メンバー・・坂本秀男様・三上勇様　　　問題提示

　　　　　　伊藤雄一様・沢田三朗様　　＜二軸＞

　　　　　　倉橋生子様・法霊崎恵子様　・保清→個人衛生を保つため、週１度の助言。

＜社会的適応機能尺度＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・友達付き合い→友達付き合いで親密で安定した友達つくりは困難。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・他人への敬意や配慮→自分の発言に相手がどう感じているか気付かない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・対人的交流への参加→他人からの関わりにも応じるが交流が短い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適切な社会性／礼節→感情的に高ぶった状況でも、何らかの小さな改善は可能。

・目的・・・対人交流　⑤　５名　　　　自分の事で気軽に相談出来る仲間作りの仕方を学び、将来の目標について話し合う。

メンバー・・小坂君子様・飯豊信雄様　　

　　　　　　袴田将志様・井上和美様　　問題提示

　　　　　　菊地明子様　　　　　　　　＜二軸＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・生活リズム→生活リズムが週１度の崩れがあっても元に戻る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・対人関係→助言なければ同世代の友人を作るが、継続して付き合うことができず、周囲への配慮を欠いた行動。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜社会的適応機能尺度＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・友達付き合い→一緒に過ごしたりするが、意味のある交流が出来ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適切な社会性／礼節→時々社会的には、ぎこちない付き合いだが、大抵丁寧に出来る。

・目的・・・対人交流　⑥　４名　　　　自立に向けてイメージし、社会生活に必要な知識・技術を身につけていく

メンバー・・板橋雅勝様・鈴木茂子様　　

　　　　　　五日市規様・宮陽子様　　　問題提示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜二軸＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・保清→個人衛生を保つため、週１度程度の助言や、援助を要する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・生活リズム→生活リズムが週１度以内の崩れがあっても、元に戻る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜社会的適応機能尺度＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・対人的交流への参加→対人交流に参加するが、自分から始めるより大抵受身。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適切な社会性／礼節→何らかの小さな改善で可能。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・友達付き合い→数人の知人はいるが、親密で安定した友人を作ったり、続けたりするのは困難。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・他人への敬意や配慮→助言されれば適切な敬意を払う事出来る。

平成２２年１１月８日からの小ナイトグループ表

・目的・・・対人交流　①　７名　　　対人関係が苦手で、環境の変化に対応出来るようにする。

メンバー・・古川富雄様・布施邦雄様・滝沢久江様・元沢政治様

　　　　　　大釜万知様・平勝利様・十日市利喜様

・目的・・・対人交流　②　７名　　　人との付き合い方や、生活リズムが安定出来る様な方法を学ぶ。

メンバー・・木村梅子様・滝田英人様・上村みわ様・大上なみ様

　　　　　　伊藤五十二様・金沢洋子様・津嶋イチ子様

・目的・・・対人交流　③　６名　　　必要な生活習慣を身につけ対人関係が出来る様にする（マナー等）

メンバー・・木村義重様・稲垣恵利子様・清川厚子様

　　　　　　中野渡鉄男様・日向端庸男様・田野端忠夫様

・目的・・・対人交流　④　６名　　　他者の受入れが苦手なグループで話し合い、社会生活に必要な事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　を知る。

メンバー・・坂本秀男様・三上勇様・伊藤雄一様

　　　　　　沢田三朗様・倉橋生子様・法霊崎恵子様

・目的・・・対人交流　⑤　５名　　　　自分の事で気軽に相談出来る仲間作りの仕方を学び、将来の目標

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　について話し合う。

メンバー・・小坂君子様・飯豊信雄様・菊地明子様

　　　　　　袴田将志様・井上和美様　　

・目的・・・対人交流　⑥　４名　　　　自立に向けてイメージし、社会生活に必要な知識・技術を身に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つけていく

メンバー・・板橋雅勝様・鈴木茂子様・五日市規様・宮陽子様

	
	月
	火
	水
	木
	金
	土
	日

	１９：００

～

１９：３０
	全体
	①グループ

②グループ
	患者様

ミーティ

ング
	⑤グループ

⑥グループ
	③グループ

④グループ
	⑤グループ

⑥グループ
	休

	１９：３０

～

２０：００
	
	③グループ

④グループ
	
	①グループ

②グループ
	
	
	休


・風呂掃除の時、排水口の所の汚れがひどい（水垢などの）。掃除を徹底するようにしましょう。

＜田名部Drケースカンファ＞

・袴田　将志様～最近、尿失失禁が多い状態が続いている。夜中に起きて来ては、嗜好品の要求を繰り返している。主治医より、屯用の眠剤は1時までの服用で統一するようにとの事。不眠時のハルラック（0.25）1T　7回分処方（不眠時の予測指示も継続となっている）となる。今後、家族に連絡し外出を促して行くこととする。

診察→最近の調子については「普通ですね」と、これまで同様に話すが、その後に「おもらしをします」と言い加えている。原因としては、就寝前の水の飲みすぎにある可能性を指摘すると、それには理解はしている。また、不眠時薬は1時すぎたら服用しないように了承していただく。

・菊地　明子様～最近、眠気が強い様子。作業療法士より、作業中の足のムズムズ感の訴えが目立っている。昨年も、今ごろに同様の訴えが聞かれている。主治医より少し様子を観るようにとの事。明日より、定期薬変更となる。センナリド2T→3T、アローゼン（0.5）1P止め。イミドール（25）3T→2Tに変更。

診察→本人より、日によってムズムズ感（下肢）があるとの事。先週末から、作業をし始めるとムズムズし、しゃがんだりして退所していると話す。口渇も訴えており、明日より薬剤調整となるため様子をみるよう説明を受け、納得している。

・飯豊　信雄様～本日はニヤツキが目立っている。薬は現在、変更中なので様子を観るとの事。

診察→体調については、入眠までに時間がかかることを訴えています。主治医よりそのような時はどうするのですかとの問いに、間食はすることなく「テレビを観ている」と話す。幻聴については、やはりまだ機械音は続いているとの事です。

・倉橋　生子様～作業スタッフから、ＯＴの作品作りの取りかかり時、最初は渋っているが、徐々に促しで折り紙手芸を行っています。診察時には、本人に今の調子が良い方ではないかと伝えています。外出等が出来るので、現在落ち着いている事を話されています。
































































